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（３）（仮称）３R チェックシートの作成・普及 

市民がごみ減量等の取組を日常生活の中で実感できる「（仮称）３Ｒチェックシート」を

作成し、広報誌への掲載やホームページ等を活用した取組状況の共有化により、ごみの減

量・リサイクルへの意識の向上を図ります。 
 
 
 
（４）出前ごみスクールの充実・拡大 

３Ｒを推進するためには、川崎の次代を担う子どもたちへの

意識づけが重要なことから、小学生を対象とした「出前ごみス

クール」については、内容の充実・実施回数の拡大を図ります。 
 
 
 
（５）ふれあい出張講座の充実・拡大 

町内会・自治会等の集会や地域のイベントなどで、ごみの減量・リサイクルの体験学習な

どを行う「ふれあい出張講座」については、内容の充実・実施回数の拡大を図ります。 
 
 

 

（６）事業系ごみの減量化・リサイクルの推進 

焼却ごみ量の約３割を占める事業系ごみの減量は重要な課題となっています。事業者処理

責任の観点から、ごみを多量に排出する事業者等に対する指導の徹底や、「かわさき生ごみ

リサイクルプラン」に基づく、事業系生ごみの減量化指導などの取組を推進するとともに、

適正な経済的負担によるインセンティブの活用の検討や、排出事業者や回収・再資源化事業

者などとの協働によるリサイクルルートの整備等、事業系ごみの減量・リサイクルに向けた

取組を推進します。 
 
 
 

進行管理の指標 ⇒ 事業系ごみ焼却量 

進行管理の指標 ⇒ 開催回数 

進行管理の指標 ⇒ 取組人数 

進行管理の指標 ⇒ 開催回数 

ミックスペーパーの対象となるもの 
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 （７）資源集団回収事業の拡充 

ごみの減量とリサイクルを推進するため、現在、町内会・自治会、学校ＰＴＡ等の約１，１００

団体が紙類・布類・びん類の資源集団回収を実施しています。 
資源集団回収量は、市のごみ総排出量の約１割を占め、

その経費は市の普通ごみ処理費用の約１０分の１であり、

ごみ減量だけではなく費用対効果の面からも有効な事業

です。 
資源集団回収をさらに促進するため、実施地域には、

回収頻度・回収拠点の増加や情報提供の充実を図るとと

もに、未実施地域では集団回収実施の働きかけを行うな

ど、地域への周知に向けた取組を一層進めます。 

 
 
 

（８）「かわさき生ごみリサイクルプラン」の推進 

家庭系ごみの２９．８％（平成２０年度川崎市調査）を占め

る生ごみの減量・リサイクルについては、「かわさき生ごみリサ

イクルプラン」（平成１９年２月策定）に基づき、生ごみ処理機

等を活用した家庭での小さな循環の拡大を図るとともに、事業

系生ごみを中心とした大きな循環の構築を目指します。 
また、生ごみリサイクルに関わる学習の場としての講習会開

催などの取組を推進します。 
 
 
 

 

（９）レジ袋削減に向けた取組 

ごみの減量やＣＯ2 削減の取組を推進するため、平成１９年１０

月に、事業者・市民団体・川崎市で「環境配慮型ライフスタイル

の確立に向けたレジ袋削減に関する協定」を締結しました。 
この協定を契機として、今後も、地球温暖化対策との関連性を

強化しながら、市民・事業者・行政の協働による環境配慮型のラ

イフスタイルの普及に向け、レジ袋の削減やマイバッグ使用など

が広く社会に浸透するよう、広報の充実や事業者への協力要請等

の取組を進めます。 
 
 

 

（10）ごみ発電事業の推進 

ごみの焼却によって発生する熱エネルギーについては、低炭素社会に向けた取組と循環型

進行管理の指標 ⇒ 回収量 

進行管理の指標 ⇒ 生ごみの減量・リサイクルの取組件数

（電動生ごみ処理機等助成件数） 

進行管理の指標 ⇒ 取組（協力）店舗数 

協定締結報告記者会見の様子 
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